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は
じ
め
に

本
誌
第
四
〇
号
「
ホ
ロ
島
戦
記
（
『
敗
残
の
記
』）
の
著
者
藤
岡
明
義
さ
ん

の
残
さ
れ
た
資
料
（
２
）
」
の
末
尾
で
小
学
校
時
代
の
同
級
生
の
Ｍ
次
郎
君

と
父
親
た
ち
の
戦
死
し
た
状
況
を
交
流
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ふ
た
り
で
「
父
親
た
ち
の
戦
争
」
を
調
べ
始
め
ま
し
た
。
父
親
た
ち
の

「
兵
籍
簿
」
を
取
り
寄
せ
、
父
た
ち
の
戦
死
の
詳
細
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
五
〇
年
代
の
遺
児
参
拝
」
か
ら
さ
ら
に
私
た
ち
戦
争
遺
児
た
ち
の

原
点
〈
父
の
戦
死
〉
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
最
初
は
Ｍ
次
郎
君
の
父
の
Ｍ
一

郎
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
父
の
松
岡
徳
一
の
戦
死
の
状
況
と
続
け
て
書
い
て
い

き
ま
す
。

〈
Ｍ
一
郎
さ
ん
の
「
兵
籍
簿
」
〉

Ｍ
次
郎
君
と
は
小
学
校
の
同
窓
会
で
再
会
し
て
い
ま
し
た
。
彼
の
父
も
戦

死
し
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
父
親
の
戦
死
と
自
身
の
生

育
史
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二

年
前
の
同
窓
会
の
時
、
私
が
父
の
戦
死
に
こ
だ
わ
り
、
「
一
九
五
〇
年
代
の

靖
国
神
社
遺
児
参
拝
」
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
に
話
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
Ｍ
君
と
「
一
度
お
た
が
い
の
父
の
戦
死
の
状
況

に
つ
い
て
話
を
し
よ
う
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
年
（
二
〇
一
六
年
）

の
四
月
に
彼
と
会
い
、
父
の
戦
死
の
情
報
を
交
換
し
始
め
ま
し
た
。

彼
の
父
の
Ｍ
一
郎
さ

ん
の
戦
死
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
「
一
九
四
五
年

八
月
一
五
日
に
朝
鮮
の

『
ラ
ク
ダ
山
』
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
し
か
分
か

ら
な
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
戦
争
末
期
の
混

乱
の
た
め
に
そ
う
情
報

処
理
さ
れ
た
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
「
八
月
十
五

日
に
戦
死
っ
て
ほ
ん
と

う
か
な
？
」
「
も
し
そ
う

だ
と
し
て
も
、
お
父
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は

八
月
十
五
日
の
正
午
よ

り
前
な
の
か
、
後
な
の

「
兵
籍
簿
」
に
見
る
父
親
た
ち
の
戦
争

一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
（

）
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か
？
」
な
ど
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
「
靖
国
神
社
は
戦
死
者
の

情
報
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
た
ら
ど
う
か
」
と
彼
に
す
す
め
、

彼
は
靖
国
神
社
に
戦
死
の
情
報
を
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
そ

の
回
答
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

靖
国
神
社
の
「
御
祭
神
調
査
の
件
（
回
答
）」

靖
国
神
社
か
ら
の
「
御
祭
神
調
査
の
件
（
回
答
）
」
に
は
、
Ｍ
一
郎
さ
ん

の
戦
死
に
つ
い
て
、「
階
級
・
陸
軍
伍
長
」「
所
属
部
隊
・
羅
南
師
管
区
第
百

四
十
四
警
備
大
隊
」「
死
没
年
月
日
・
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
（
戦
死
）」

「
死
没
場
所
・
朝
鮮
威
鏡
北
道
清
津
北
方
駱
駝
山
」「
死
没
時
御
遺
族
・
（
妻
）

松
枝
」
「
合
祀
年
月
日
・
昭
和
三
十
三
年
十
月
十
七
日
」
と
あ
り
ま
し
た
。

Ｍ
一
郎
さ
ん
の
生
年
は
一
九
〇
九
（
明

治
四
十
二
）
年
で
、
私
の
父
と
同
い

年
で
、
戦
没
時
の
年
齢
も
同
じ
三
五

歳
で
し
た
。

靖
国
神
社
に
残
る
記
録
（
国
か
ら

提
供
さ
れ
た
情
報
が
元
で
す
）
は
こ

れ
だ
け
で
し
た
が
、
靖
国
神
社
が
調

べ
て
く
れ
た
情
報
（
国
立
公
文
書
館

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
情
報
）
が
二

点
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
所
属
部

隊
で
あ
っ
た
第
一
四
四
警
備
大
隊
の

略
歴
」
「
同
大
隊
の
高
秣
山
で
の
戦
闘

細
部
状
況
報
告
」
で
し
た
。
後
で
私

が
こ
の
情
報
の
確
認
と
そ
の
他
の
情
報
を
調
べ
ま
し
た
の
で
、後
述
し
ま
す
。

Ｍ
次
郎
さ
ん
の
所
属
し
て
い
た
第
百
四
十
四
警
備
大
隊
は
満
州
と
の
国
境

に
近
い
朝
鮮
（
現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
共
和
国
）
の
清
津
（
チ
ョ
ン
ジ
ン
）

に
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
警
備
大
隊
は
特
設
警
備
隊
に
あ
た
り
、
日

本
陸
軍
が
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
本
土
の
沿
岸
警
備
や
軍
事
施
設
の
損
害
復

旧
の
た
め
に
編
成
し
た
部
隊
で
す
。
警
備
大
隊
は
沖
縄
戦
と
樺
太
の
戦
い
、

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
満
州
侵
攻
で
地
上
戦
に
参
加
し
ま
し

た
。
一
九
四
五
年
八
月
九
日
の
ソ
連
の
参
戦
後
、
南
下
し
て
き
た
ソ
連
軍
と

戦
闘
と
な
り
、
部
隊
の
大
多
数
が
戦
死
し
ま
し
た
。
死
没
場
所
と
さ
れ
た
「
駱

駝
山
」
に
つ
い
て
は
場
所
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
Ｍ
一
郎
さ
ん

は
八
月
一
五
日
に
亡
く
な
っ
た
の
か
、
亡
く
な
っ
た
場
所
は
ど
こ
か
な
ど
疑

問
が
次
々
と
湧
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
お
た
が
い
の
父

親
の
「
兵
籍
簿
」
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
私
が
兵
籍
簿
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
上
彼
に
取
り
寄

せ
方
法
を
伝
え
、
彼
も
兵
籍
簿
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。

Ｍ
一
郎
さ
ん
の
「
兵
籍
簿
」
に
は
戦
死
ま
で
の
記
載
が

な
か
っ
た

兵
籍
簿
に
は
入
隊
の
時
期
か
ら
除
隊
（
死
没
を
含
む
）

ま
で
の
軍
隊
に
所
属
し
て
い
た
経
歴
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
軍
隊
の
戸
籍
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
陸
軍
の
場

合
は
本
籍
地
所
在
の
都
道
府
県
県
庁
（
健
康
福
祉
部
社

会
援
護
課
）
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
海
軍
の
場
合
は
、

厚
生
労
働
省
の
社
会
援
護
局
（
業
務
課
調
査
資
料
室
）

が
担
当
部
署
で
す
。
個
人
情
報
の
た
め
、
閲
覧
は
基
本

清津の位置
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的
に
は
遺
族
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

Ｍ
一
郎
さ
ん
の
兵
籍
簿
を
見
ま
す
と
、
四
度
召
集
さ
れ
て
い
て
、
四
度
目

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
三
度
目
ま
で
書
き
出
す
と
、
一
度
目
は
一
九
二

九
（
昭
和
四
）
年
十
二
月
召
集
～
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
八
月
除
隊
、
二

度
目
は
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
召
集
～
同
年
十
二
月
召
集
解
除
、

三
度
目
は
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
召
集
～
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）

年
六
月
に
召
集
解
除
で
す
。
い
ず
れ
も
派
兵
先
は
朝
鮮
（
平
壌
）
の
歩
兵
第

七
十
七
聯
隊
で
し
た
。
同
じ
部
隊
に
三
度
と
も
召
集
さ
れ
て
い
た
と
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｍ
君
の
お
父
さ
ん
は
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
（
現
在
の

阪
急
電
鉄
）
に
勤
務

し
て
い
た
の
で
す
が
、

四
度
目
の
出
征
ま
で
、

席
の
温
ま
る
間
も
な

く
、
朝
鮮
に
派
兵
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
頻
繁

に
軍
隊
に
取
ら
れ
た

の
で
す
か
ら
、
仕
事

や
家
庭
は
戦
争
に
翻

弄
さ
れ
、
大
変
だ
っ

た
だ
ろ
う
と
想
像
し

ま
し
た
。

四
度
目
の
召
集
で

す
が
、
兵
籍
簿
の
履

歴
に
は
「
一
九
四
五

（
昭
和
二
十
）
年
三

月
二
日
臨
時
召
集
ニ
依
リ
大
阪
師
管
区
歩
兵
第
三
補
充
隊
ニ
応
召
」
と
記
述

が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
後
の
記
述
が
空
白
で
し
た
。
こ
れ
に
は
大
変
驚
き
ま

し
た
。
（
後
日
、
私
と
Ｍ
君
と
で
茨
木
市
史
編
纂
室
に
戦
時
中
の
軍
隊
に
詳

し
い
遠
藤
俊
六
さ
ん
を
訪
ね
、
兵
籍
簿
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
「
太
平
洋
戦
争
末
期
の
兵
籍
簿
は
戦
時
の
混
乱
の
た
め
正
確
な
記
録
が

残
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。）

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
「
戦
死
公
報
か
ら
の
抜
粋
」
の
項
で
、
Ｍ
一
郎
さ

ん
は
「
生
死
不
明
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
七
月

二
〇
日
に
戦
死
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
（
戦
死
公
報
の
内
容
は
靖

国
神
社
の
回
答
と
同
じ
で
す
）
戦
後
十
二
年
間
、
Ｍ
一
郎
さ
ん
の
生
死
は
宙

に
浮
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
戦
末
期
の
朝
鮮
北
部
（
満
州
と
の
国
境
地
帯
）
の
戦
闘
状
況

大
戦
末
期
の
朝
鮮
北
部
、
満
州
と
の
国
境
に
近
い
清
津
で
は
、
一
九
四
五

年
八
月
一
三
日
に
海
側
か
ら
上
陸
し
た
ソ
連
軍
と
戦
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
四
日
に
上
陸
し
た
ソ
連
軍
の
主
力
及
び
南
下
の
ソ
連
軍
戦
車
部
隊
と
の
本

格
的
戦
闘
に
い
た
り
ま
し
た
。
Ｍ
一
郎
さ
ん
の
所
属
し
た
第
百
四
十
四
警
備

大
隊
は
清
津
東
方
の
高
秣
山
の
清
津
守
備
隊
中
に
あ
り
、
十
五
日
に
ソ
連
軍

の
包
囲
を
突
破
す
る
た
め
双
燕
山
（
場
所
は
不
明
）
方
面
に
脱
出
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
激
し
い
戦
闘
と
な
り
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
八
月
十
九
日
に
停
戦
命
令
を
受
け
、警
備
大
隊
は
武
装
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
第
百
四
十
四
警
備
大
隊
は
本
部
、第
一
～
第
三
中
隊
に
分
か
れ
て
お
り
、

Ｍ
一
郎
さ
ん
が
ど
の
部
隊
に
属
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
り
、
正
確
な
動
静
は

分
か
ら
ず
、
戦
死
の
確
認
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
（
前
記
資
料
と
防
衛
庁
防

衛
研
究
所
戦
史
室
著
『
関
東
軍
（
２
）
／
関
特
演
・
終
戦
時
の
対
ソ
戦
』
朝

左：京阪神急行電鉄入社時のＭ一郎 右：初年兵当時のＭ一郎
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雲
新
聞
社
刊
、
中
山
隆
志
著
『
満
州

１
９
４
５
・
８
・
９
／
ソ
連
侵
攻
と

日
本
軍
』
国
書
刊
行
会
刊
等
を
参
照
）

と
こ
ろ
で
、
先
に
紹
介
し
た
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

の
公
開
情
報
に
よ
る
と
、「
死
亡
認
定
理
由
書
」（
一
九
五
四
年
作
成
）
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
第
百
四
十
四
警
備
大
隊
で
生
死
不
明
者
と
さ
れ
た

隊
員
の
「
死
亡
認
定
理
由
書
」
で
す
。
そ
の
認
定
理
由
を
次
の
よ
う
に
上
げ

て
い
ま
す
。
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
よ
り
同
月
十
五
日
に
亘
る
高
秣
山

の
戦
闘
に
於
い
て
本
人
は
第
一
四
四
警
備
大
隊
第
三
中
隊
に
所
属
し
同
戦
闘

に
参
加
し
た
る
事
実
」
を
「
戦
場
脱
出
帰
還
者
で
あ
る
（
個
人
名
略
）
一
六

名
が
現
認
し
て
い
る
の
で
開
戦
時
本
人
が
高
秣
山
陣
地
に
所
在
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
」「
本
人
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
高
秣
山

戦
闘
以
後
に
於
い
て
入
ソ
ま
た
は
中
共
地
域
に
残
留
等
の
生
存
を
裏
付
け
る

資
料
は
皆
無
で
あ
る
。
」
こ
れ
を
理
由
と
し
て
「
本
人
は
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
に
高
秣
山
麓
の
戦
闘
に
於
い
て
戦
死
し
た
も
の
と
認
定
す
る
。
」
と

判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
の
「
第
一
四
四
警
備
大
隊
の
高
秣
山
に
於
け

る
戦
闘
細
部
状
況
報
告
」
（
一
九
五
五
年
八
月
三
一
日
作
成
）
も
戦
死
認
定

の
証
拠
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
降
伏
後
に
生
き
残
っ
た
人
た
ち
も
「
第
一
四
四
警
備
大
隊
の
略
歴
」

に
よ
る
と
「
入
ソ
」
、
す
な
わ
ち
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
と
出
て
い
ま
す
。
Ｍ

一
郎
さ
ん
が
戦
死
し
た
の
か
、
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
戦
後
に
家
族
に
伝
わ
っ
た
風
聞
で
は
、
行
方
の
分
か
ら
な
い
「
Ｍ

一
郎
さ
ん
を
神
戸
で
見
か
け
た
」
と
い
う
う
わ
さ
話
や
、
「
Ｍ
一
郎
さ
ん
は

朝
鮮
で
の
戦
闘
で
け
が
を
し
た
」
（
と
い
う
こ
と
は
生
き
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
？
）
と
い
う
元
戦
友
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
か
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
だ
か
ら
そ
の
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
は
朝
鮮
北
部
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
兵
士
は
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
朝
鮮
北
部
に
配
備
さ
れ
、
敗
戦
後
に
シ
ベ
リ
ア
に
二
年
間
抑
留

さ
れ
た
歩
兵
第
七
五
連
隊
の
兵
士
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。
「
最
も
思
い

出
し
た
く
な
か
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
、
ラ
ー
ゲ
ル
の
明
け
暮
れ
は
、
ま

さ
に
地
獄
絵
さ
な
が
ら
で
、
人
は
極
限
の
状
態
に
お
か
れ
た
と
き
『
い
か
に

生
く
べ
き
か
』
を
痛
烈
に
教
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
精
神

的
、
肉
体
的
に
与
え
ら
れ
た
苦
難
に
満
ち
た
屈
辱
的
な
経
験
を
、
帰
国
後
の

私
た
ち
の
人
生
に
ど
う
生
か
す
か
が
、
帰
還
し
た
も
の
の
宿
題
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
き
た
。
」

戦
後
十
年
の
こ
の
時
点
で
多
数
の
数
の
生
死
不
明
者
を
「
戦
死
」
と
し
て

処
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
関
連
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年

八
月
一
日
に
戦
傷
病
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
適
用
を
す

る
た
め
に
生
死
不
明
者
の
戦
死
認
定
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援

護
法
が
制
定
さ
れ
，
未
帰
還
者
と
そ
の
留
守
家
族
の
援
護
，
未
帰
還
者
の
調

清津地区の戦闘

(中山隆志著『ソ連軍侵攻と日本軍』より）
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査
を
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
に
な
り
，
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
の
未
帰

還
者
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
り
，
消
息
不
明
の
未
帰
還
者
に
つ
い
て
戦

時
死
亡
宣
告
の
審
判
等
の
措
置
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
軍
占
領
時
に
止
ま
っ
て
い
た
戦
没
者
の
靖
国
神
社
合
祀
が
再
開

さ
れ
、
こ
の
時
期
に
大
量
の
合
祀
が
進
ん
だ
こ
と
も
連
動
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
国
は
こ
の
時
期
を
「
合
祀
推
進
年
間
」
（
一
九
五
六
年
四

月
～
一
九
五
九
年
三
月
）
と
し
、
都
道
府
県
、
靖
国
神
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
合
祀
を
進
め
ま
し
た
の
で
、
合
祀
者
数
は
急
増
し
ま
し
た
。
敗
戦
直
前
の

四
五
年
四
月
ま
で
の
祭
神
数
は
累
計
で
約
三
七
万
五
千
人
で
し
た
が
、
一
九

五
六
（
昭
和
三
一
）
年
秋
に
は
一
一
万
二
六
〇
九
人
、
一
九
五
七
（
昭
和
三

二
）
年
秋
・
冬
で
は
四
七
万
一
〇
人
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
秋
・
冬

で
二
一
万
七
五
三
六
人
を
数
え
、
累
計
の
合
死
者
数
は
一
気
に
二
一
〇
万
九

千
人
と
な
り
ま
し
た
。
（
田
中
伸
尚
著
『
靖
国
の
戦
後
史
』
岩
波
新
書
）

Ｍ
一
郎
さ
ん
の
戦
死
認
定
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
七
月
二
〇
日
、

靖
国
神
社
合
祀
は
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
十
月
十
七
日
で
す
。
私
の

父
の
松
岡
徳
一
の
合
祀
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
十
月
十
七
日
で
、
一

年
違
い
で
す
。
翌
年
の
一
九
五
八
年
夏
に
私
は
中
学
三
年
生
で
靖
国
神
社
遺

児
集
団
参
拝
に
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
一
郎
さ
ん
の
合
祀
の
翌
年
一
九
五
四
年

は
Ｍ
次
郎
君
は
高
校
一
年
生
で
、
遺
児
参
拝
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
は
遺
児
参
拝
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
、
妻
・
Ｍ
松
枝
さ
ん
の
苦
難
の
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。
女
手
ひ
と

つ
で
四
人
の
子
ど
も
（
女
三
人
、
男
二
人
で
し
た
が
、
次
女
は
早
く
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
）
を
必
死
に
な
っ
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
親
戚
の
人
が
持
っ
て

お
ら
れ
た
農
地
を
農
地
改
革
で
手
に
入
れ
、
農
作
物
を
作
り
、
生
活
の
糧
と

し
ま
し
た
。
私
の
母
が
小
作
を
し
て
い
た
農
地
を
農
地
改
革
で
入
手
し
た
の

と
同
じ
で
す
。
彼
と
私
は
田
植
え
や
田
の
水
の
見
回
り
、
稲
刈
り
等
の
農
業

の
手
伝
い
を
し
た
共
通
体
験
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
松
枝
さ
ん
は
精
米
所
で

働
い
て
家
族
の
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
の
思
案
に
追
わ
れ
る

毎
日
で
し
た
。
そ
れ
も
私
の
母
と
同
じ
で
す
。
松
枝
さ
ん
は
一
九
八
四
（
昭

和
五
九
）
年
六
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
七
九
歳
で
し
た
。

Ｍ
次
郎
君
は
松
枝
さ
ん
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
毎
年
暮
れ
に
は
、
お
も
ち
つ
き
を
よ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ

を
蒸
か
し
て
よ
く
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ん
こ
ろ
餅
を
よ
く
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
の
味
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
田
植
え
の
時
期
に
水
回
り
の
当
番

で
夜
に
よ
く
つ
い
て
い
か
さ
れ
ま
し
た
。靖
国
神
社
に
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

遺
族
会
の
役
員
の
時
、
粗
品
の
配
り
も
の
を
会
員
宅
に
配
る
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
・
・
・
母
親
の
生
涯
は
苦
労
の
多
い
人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。」

〈
父
・
松
岡
徳
一
の
「
兵
籍
簿
」
〉

続
い
て
私
の
父
・
松
岡
徳
一
の
「
兵
籍
簿
」
を
見
て
い
き
ま
す
。
父
と
戦

争
に
つ
い
て
は
、
本
誌
三
四
号
の
「
悲
惨
な
戦
場
ホ
ロ
島
、
父
の
戦
死
と
中

国
侵
略
」
で
書
き
ま
し
た
。
父
は
二
度
召
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
二
度

目
の
召
集
の
作
戦
で
あ
る
「
大
陸
打
通
作
戦
」
（
京
漢
作
戦
と
湘
桂
作
戦
）

を
調
べ
て
、
日
本
軍
の
中
国
侵
略
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
今
回
は
一
度
目

の
召
集
を
中
心
に
「
兵
籍
簿
」
を
読
ん
で
い
き
ま
す
。

父
の
「
兵
籍
簿
」
を
は
じ
め
て
読
む

先
の
文
章
で
父
の
二
度
目
の
召
集
に
つ
い
て
書
い
た
時
は
、
私
の
母
・
松
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岡
春
枝
が
大
切
に
残
し
て
い
た
「
死
亡
通
知
書
（
公
報
）
」
「
現
認
報
告
書
」

等
い
く
つ
か
の
書
類
を
も
と
に
、
『
戦
史
叢
書

昭
和
二
十
年
の
支
那
派
遣

軍
（
１
）
』
に
あ
た
り
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
一
度
目
の
召
集
の
概
略
を

知
っ
て
い
た
の
は
、
私
の
叔
父
（
父
の
弟
）
に
当
時
の
父
と
叔
父
の
「
軍
歴

メ
モ
」
を
も
ら
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
今
回
、
Ｍ
次
郎
君
と
一
緒
に
兵
籍

簿
を
取
り
寄
せ
て
、
は
じ
め
て
父
の
兵
籍
簿
を
見
ま
し
た
。
ま
ず
父
の
第
一

回
目
の
召
集
を
見
て
い
き
ま
す
。

父
は
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
五
月
に

動
員
さ
れ
、
輜
重
兵
第
四
聯
隊
の
兵
站
自
動

車
第
五
十
三
中
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
父

は
輜
重
兵
で
し
た
。
輜
重
兵
と
は
兵
站
（
作

戦
を
行
う
部
隊
後
方
の
軍
事
装
備
の
調
達
、

補
給
、
整
備
、
修
理
お
よ
び
人
員
・
装
備
の

輸
送
、
管
理
運
用
に
つ
い
て
の
軍
事
業
務
）

を
担
当
し
ま
す
。
そ
の
自
動
車
部
隊
で
し
た
。

九
月
に
大
阪
を
出
帆
し
、
中
国
に
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
記
録
を
読
ん
で
行
く
と
戦
闘
の

連
続
で
あ
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
十
月
か

ら
十
一
月
は
太
原
攻
略
戦
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
は
宋
哲
元
軍
掃
討
戦
（
国

民
政
府
第
二
九
軍
宋
哲
元
軍
長
）
。
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
な
っ
て
、

三
月
に
河
北
戦
、
三
月
か
ら
四
月
は
山
西
河
南
省
で
の
戦
闘
、
五
月
か
ら
六

月
に
徐
州
会
戦
、
六
月
～
七
月
は
晋
北
戦
、
八
月
か
ら
十
一
月
は
武
漢
攻
略

戦
。
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
な
っ
て
、
四
月
に
南
昌
攻
略
戦
、
四
月

か
ら
七
月
は
襄
東
戦
、
八
月
か
ら
十
月
は
潞
安
作
戦
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一

五
）
年
に
な
り
、
自
動
車
二
十
七
聯
隊
第
三
中
隊
に
転
属
し
、
三
月
か
ら
六

月
は
晋
南
作
戦
及
び
郷
寧
作
戦
、
そ
し
て
六
月
に
帰
国
、
七
月
に
召
集
解
除
。

実
に
四
年
間
の
長
い
軍
隊
生
活
で
し
た
。
い
か
に
後
方
支
援
の
自
動
車
部
隊

で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
中
国
侵
略
軍
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
『
戦
史
叢
書

支
那
事
変
陸
軍
作
戦
（
２
）』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の

中
国
北
部
で
の
戦
争
は
、
〈
徐
州
会
戦
〉
〈
武
漢
攻
略
戦
〉
〈
広
東
攻
略
戦
〉

が
中
軸
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
父
は
こ
の
徐
州
、
武
漢
の
戦
闘
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
父
の
所
属
す
る
自
動
車
部
隊
が
ど
の
作
戦
で
ど

う
関
わ
っ
た
か
同
書
で
探
し
ま
し
た
が
、
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

父
の
出
征
し
た
一
九
三
七
年
は
次
の
よ
う
な

時
代
で
し
た
。
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
、
一

九
三
二
年
の
満
州
国
建
国
と
進
ん
だ
日
本
の
中

国
へ
の
侵
略
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年

七
月
の
盧
溝
橋
事
件
を
発
端
と
し
て
中
国
北
部

（
華
北
）
地
方
へ
と
拡
大
し
ま
す
。
同
年
の
八

月
の
第
二
次
上
海
事
変
勃
発
以
後
は
中
国
中
部

（
華
中
）
地
方
へ
も
さ
ら
に
拡
大
し
、
次
第
に

中
国
大
陸
全
体
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
宣
戦

布
告
な
し
の
戦
争
が
太
平
等
戦
争
が
始
ま
る
ま

で
続
き
ま
す
。
一
九
三
七
年
一
二
月
に
、
日
本

軍
は
当
時
の
国
民
政
府
首
都
で
あ
っ
た
南
京
を
占
領
し
、
軍
人
だ
け
で
な
く

市
民
の
大
量
虐
殺
や
強
姦
等
を
行
い
、
国
際
的
に
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
丁
度

日
本
軍
が
中
国
の
植
民
地
侵
略
を
行
っ
た
こ
の
時
代
に
、
父
の
所
属
す
る
部

隊
は
中
国
北
部
地
域
に
攻
撃
を
加
え
て
い
た
の
で
し
た
。
兵
籍
簿
を
読
む
ま

で
は
、
南
京
事
件
と
南
京
虐
殺
は
、
こ
れ
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
り
、
講
演

を
聞
い
た
り
、
映
画
見
た
り
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
他
人
事
の

よ
う
で
し
た
。
父
の
所
属
し
て
い
た
部
隊
が
南
京
を
占
領
し
た
部
隊
と
は
違

っ
て
い
て
も
、
同
じ
時
代
、
同
じ
空
間
で
日
本
軍
の
兵
卒
と
し
て
動
い
て
い

1度目出征時の松岡徳一
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た
の
で
す
か
ら
、
行
わ
れ
た
こ
と
は
同
じ
で
す
。
父
の
兵
籍
簿
を
読
ん
で
い

て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

父
の
二
回
目
の
召
集
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
一
月
に
第
五
野
戦

補
充
工
兵
隊
に
配
属
さ
れ
（
工
兵
隊
は
大
阪
府
高
槻
市
に
あ
り
ま
し
た
）
、

同
年
三
月
に
中
国
に
向
か
い
ま
し
た
。
五
月
に
京
漢
作
戦
、
五
月
か
ら
七
月

に
は
湘
桂
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
は
中
国
全
土
を
南
北
に
縦
断

し
て
占
領
し
よ
う
と
す
る
大
規
模
な
作
戦
で
、
大
陸
打
通
作
戦
と
も
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
無
謀
で
悲
惨
な
作
戦
で
大
量
の
死
傷
者
を
出
し
、
中
国
の
人
々

を
多
く
殺
害
し
ま
し
た
。
行
軍
す
る
兵
士
は
水
を
求
め
、
飢
餓
に
苦
し
み
ま

し
た
。（
本
誌
第
三
四
号
参
照
）
父
は
こ
の
作
戦
の
終
了
後
、
一
九
四
五
（
昭

和
二
十
）
年
一
月
二
二
日
に
武
漢
の
近
く
の
戦
闘
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
以

上
が
父
の
兵
籍
簿
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

父
と
母
の
戦
中
の
短
い
結
婚
生
活
を
考
え
る

父
は
二
度
戦
争
に
取
ら
れ
戦
死
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
母
の
側
か
ら
見
れ

ば
、
ど
う
な
る
の
か
考
え
て
み
ま
す
。
父
と
母
と
の
結
婚
、
そ
れ
に
戦
争
は

ど
う
関
わ
っ
た
の
か
、
見
て
み
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
の
わ
が
家
の
時
間
経
過

を
追
っ
て
書
き
ま
す
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年

八
月
二
五
日

父
動
員
下
令

同
月
二
八
日

入
営

陸
軍
工
兵
（
輜
重

兵
、兵
站
部
自
動
車
部
隊
）

九
月
二
三
日

中
国
上
陸
（
北
京
、
太
原
、

漢
口
、
徐
州
へ
）

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年

七
月
二
〇
日

父
招
集
解
除

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
〇
月

三
日

結
納
目
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。

一
一
月

三
日

（
右
に
同
じ
）

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
一
月

三
日

結
婚
（
結
婚
式
の
記
念

写
真
に
「
徳
一
三
〇
歳
、

春
枝
二
三
歳
」
と
あ
り

ま
す
。
数
え
年
で
す
。
）

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
二
月
二
四
日

兄
弘
和
出
生
届
入
籍

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
二
月
二
四
日

婚
姻
届
出
同
日
入
籍

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

一
月
二
八
日

兄
弘
和
病
死

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

一
月
一
五
日

父
高
槻
工
兵
隊
に
二
度

目
の
応
召

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

三
月
一
七
日

私
の
誕
生
、
父
の
出
征

（
中
国
へ
）

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

一
月
二
二
日

父
の
戦
死

父
の
一
回
目
の
応
召
が
あ
り
、
召
集
解
除
後
の
一
九
四
〇
年
一
一
月
に
結

婚
式
を
あ
げ
、
ふ
た
り
は
結
婚
生
活
に
入
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
母
は
兄
の

弘
和
が
生
ま
れ
た
一
九
四
二
年
暮
れ
に
や
っ
と
入
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前

の
女
性
の
置
か
れ
て
い
た
社
会
的
位
置
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。「
子
（
男

子
）
な
き
は
去
れ
」
の
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
兄
も
戦
時
中
の
食
糧
事
情
の
悪
さ
か
ら
、
一
ヶ
月
ほ
ど
で
死
亡
し
ま

し
た
。
母
か
ら
は
黄
疸
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
母
は
月
命
日
に
（
父
の

命
日
と
あ
わ
せ
て
）
お
坊
さ
ん
に
お
参
り
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
よ

く
「
今
日
は
弘
和
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
日
な
ん
や
・
・
」
と
言
っ
て
い
ま
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し
た
。
よ
ほ
ど
辛
か
っ
た
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

と
い
う
こ
と
は
父
と
母
と
の
結
婚
生
活
は
四
年
間
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
一
年
間
、
父
は
中
国
の
戦
場
に
い
ま
す
か
ら
、
実
際
に
は
三
年
間
だ
け
一

緒
に
暮
ら
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戦
後
、
母
は
再
婚
せ
ず
、
私
を
育
て
て

く
れ
ま
し
た
。
私
が
幼
い
頃
、
母
は
父
の
夢
を
よ
く
見
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
放

送
で
「
尋
ね
人
」
の
放
送
が
あ
り
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
戦
死
し
た
は
ず
の

人
が
興
安
丸
で
舞
鶴
港
に
着
い
た
」
な
ど
と
放
送
が
あ
る
と
、
翌
朝
、
か
な

ら
ず
父
が
帰
っ
て
来
た
夢
を
見
る
の
で
し
た
。
「
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
来
た

夢
を
見
た
・
・
」
と
。
夢
で
家
の
木
戸
を
開
け
て
、
国
民
服
姿
の
父
が
「
た

だ
い
ま
帰
っ
て
き
ま
し
た
」
と
あ
ら
わ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
か

な
わ
な
い
夢
で
し
た
。
母
が
語
る
父
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
母
の
語
り
か
ら
私
は
父
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
、
戦
争
を

拒
絶
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
九
十
歳
で
母
が
な
く
な
っ

て
間
も
な
く
十
年
に
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
友
人
の
父
・
Ｍ
一
郎
さ
ん
、
私
の
父
・
松
岡
徳
一
の
兵
籍
簿
を

読
み
、
父
と
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
ひ
と
つ
私
の
悔

い
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
私
が
大
学
を
卒

業
し
、
私
立
学
校
（
中
高
等
部
）
で
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
た
頃
で
し
た
。

ま
だ
わ
が
家
の
墓
は
木
の
卒
塔
婆
で
石
の
墓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
見
か
ね
た
叔
母
（
父
の
妹
）
の
夫
（
そ
の
方
は
沖
縄
戦
の
生
き
残
り
で
、

沖
縄
に
慰
霊
碑
を
建
て
る
こ
と
に
熱
心
で
し
た
）
が
「
墓
を
作
っ
て
や
る
」

と
当
時
の
お
金
で
一
〇
万
円
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

叔
父
（
父
の
弟
）
が
墓
石
の
碑
文
の
校
閲
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
父
が
戦
争
で
「
功
績
」
を
上
げ
た
と
は
書
き
た
く
は
な
く
、
「
軍
功
」
を

上
げ
た
と
書
け
と
言
う
叔
父
に
抵
抗
し
た
の
で
す
が
、
抵
抗
し
き
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
が
家
の
墓
石
（
一
九
六
九
年
建
立
）
の
碑
文
に
は
次
の
よ
う
な

文
章
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
京
漢
作
戦
に
参
加
し
「
其
の
武
功
抜
群

に
よ
り
小
隊
長
と
し
て
転
戦
」
し
た
と
し
、
父
の
戦
死
に
関
し
て
は
「
率
先

陣
頭
に
立
ち
て
奮
戦
中
敵
弾
を
受
け
鬼
神
を
も
哭
か
し
む
壮
烈
な
戦
死
を
遂

ぐ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
、
こ
の
碑
文
の
あ
る
墓
を
「
お
金
が
で
き

た
ら
早
く
新
し
い
墓
石
に
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
墓
石
に

あ
る
「
加
害
の
歴
史
」
を
残
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
危
険

性
が
迫
る
昨
今
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
わ
が
家
と
戦
争
の
歴
史
、
そ
の
加

害
の
歴
史
も
私
の
子
ど
も
た
ち
や
知
人
に
語
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
二
〇
一
六
・
一
二
・
二
四
）

戦地から届いた父の軍事郵便

葉書には、「写真を受け取りました。

子供が大変大きくなって良く肥えてと

ても可愛らしいです。之で小生もやっ

と安心致しました」とある。
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＜兵籍簿（履歴部分）＞ （資料）

Ｍ一郎

１）昭和四年十二月十日現役兵トシテ歩兵第七十七聯隊江界第二中隊ニ入営○同日第九中隊ニ假編入○十二月二

十二日朝鮮平安北道江界郡江界着○同日国境警備勤務ニ服ス

昭和五年三月二十六日第一期教育終了

昭和六年五月二十三日平壌帰還ノタメ朝鮮平安北道江界郡江界出発○同日ヨリ国境警備勤務ヲ離ル○五月二十

四日平壌歩兵第七十七聯隊到着○五月二十五日第十一中隊編入替○八月二十日帰休除隊○十二月一日予備役

２）昭和十二年七月二十八日師団動員下令○八月二日充員召集ノ為メ大阪歩兵第八聯隊ニ応召○八月六日整備完

結○八月十六日大阪港出発○八月二十日釜山上陸○八月二十四日平壌到着○同日歩兵第七十七聯隊補充隊第二中

隊編入○八月二十五日動員完結○十二月五日召集解除

３）昭和十六年八月三日特臨編第三号ニ基リ臨時召集ニ依リ整備歩兵第七十七聯隊要員トシテ歩兵第八聯隊補充

隊ニ入隊○八月六日編成完結○八月九日大阪港出発○八月十二日釜山港上陸○八月十三日釜山出発○八月十四日

平壌着○八月十七日歩兵第七十七聯隊補充隊第四中隊編入

昭和十七年六月十一日昭和十五年陸支機密第二五四号ニ依リ召集解除

４）昭和二十年三月二日臨時召集ニ依リ大阪師管区歩兵第三補充隊ニ応召（以下記述なし）

松岡徳一

１）昭和十二年八月二十五日動員下令○同二十八日輜重兵第四聯隊ニ入隊○同月兵站自動車第五十三中隊ニ配属

○八月三十日編成完結○九月十七日大阪出帆○九月二十三日塘沽上陸○九月二十八日天津着○自十月一日至十一

月二十日北支那ニ於テ太原攻略戦参加○自十一月二十一日至十二月二十三日宋哲元軍掃討戦ニ参加○十二月二十

四日ヨリ

昭和十三年三月十迠河北殲定戦ニ参加○自三月十一日至四月三十日山西河南省ニ於テ占領地清戦参加○自五月

一日至六月二十二日徐州会戦ニ参加○自六月二十三日至七月三十一日河南省ニ於テ晋北粛清戦ニ参加○自八月一

日至十一月三十日武漢攻略戦参加○十二月一日ヨリ

昭和十四年四月十日迠南昌攻略戦参加○自四月十一日至七月十二日襄東会戦参加○自七月十三日至八月二十五

日晋東作戦参加○自八月二十六日至十月二十三日潞安周辺掃滅作戦ニ伴イ輸送業務○十月二十四日ヨリ

昭和十五年三月三十日迠第四十一師団配属ニ伴フ輸送業務○同日軍令陸甲第一号ニ依リ自動車第二十七聯隊第

三中隊ニ転属（定員外トシテ）○自三月三十一日至六月十三日春季晋南作戦及び晋南反撃作戦及郷寧作戦参加○

六月十四日山西省洪洞発○六月十八日塘沽着○○同二十一日塘沽出帆○同二十八日宇品上陸○同二十九日輜重兵

第四聯隊留守隊着○七月二日召集解除

２）昭和十九年一月十五日臨時召集ニ依リ工兵第四聯隊補充隊ニ応召○二月二十九日動員下令○三月十日動員●

●（完結？）○同月十一日第五野戦補充隊工兵隊ニ転属○同日中隊附○同月十四日編成完結○同月二十二日門司

港出帆○出帆ト同時ニ北支那方面ノ軍戦闘序列ニ入ル○同月二十四日青島上陸○同月三十日浦口到着○四月五日

南京出帆○同月七日湖口通過第十一軍司令官指揮下ニ入ル○同月九日揚子上陸○同日二十三日揚子出発○同月二

十四日河南省信陽着○五月十日支那方面軍（第十一軍）戦闘序列（指揮下）ヲ脱シ支那派遣軍（武漢防衛軍）ノ

戦闘序列（指揮下）ニ入ル○自五月一日至五月十六日京漢作戦参加○五月十八日河南省信陽発○同日漢口着○同

月二十二日漢口発○同月二十三日湖北省蒲折県●●●（羊要崗？）着○自五月十七日至七月十二日湖北省湘桂作

戦第一期参加○七月二十四日支那派遣軍戦闘序列ヺ脱シ第三十四軍戦闘序列ニ入ル

昭和二十年一月二十二日鄂城県梁子島上陸戦闘ニ参加顱頂部左顎部穿透性貫通銃創（脳損傷）ニ依リ戦死ス

（●字・・判読不能）

＜「兵籍簿」判読には茨木市史編纂室の遠藤俊六さんのお世話になりました。＞


